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国際 会 議 とイ ン ター ネ.ット

1は じ め に

中 村 素 典

近 年 の イ ン ター ネ ッ トの急 速 に普 及 に と も な い,イ ン ター ネ ッ トは様 々 な分

野 で 利 用 され る よ うに な っ て きて い る。 特 に商 用 利 用 が 可 能 とな って か らは,

ビ ジ ネス の 分 野 に も積 極 的 に利 用 され る よ う に な り,テ レ ビや新 聞広 告 等 で も

WWW(WorldWideWeb)のURL(UniformResourceLocators)を 日常

的 に[】にす る よ う に な っ て きた(http:〃www.econ.kyoto-u.ac.jp/と い っ た表

記 の こ と)。 イ ン ター ネ ッ トが,ニ ュー メデ ィア や キ ャ プテ ン シス テム,VAN

の よ う に流 行 で 終 っ て し まわ な か っ た の は,比 較 的 安 価 で 汎 用 的 なパ ソ コ ンを

利 用 す る こ とで 容 易 に利 用 が ロ∫能 で あ っ た こ と と,接 続 す る こ と に よ り参 照可

能 と な る コ ンテ ンツ が そ こそ こ豊 富 で あ り,誰 もが 提供 者 に なれ る こ とが 理 由

と して 大 きい だ ろ う。

この よ う に,急 速 に普 及 した イ ンタ ー ネ ッ トで あ るが,ま だ まだ 多 くの 可能

性 を秘 め て い る 。特 に,現.在 明確 に 区別 さ れて い る放 送 と通信 の2つ の分 野 を

融 合 し,現 在 開発 途 上 φ マ ル チ メ デ.イア技 術 を駆 使 す る こ と に よ り,新 た な

サ ー ビス が 生 まれ て くる こ とは必 至 で あ る。

本 稿 で は,イ ン ター ネ ッ トの 国際 会 議 へ の 利 用 とい う点 に注 目 し,こ れ まで

行 って きた 実 証 実験 な どを踏 まえ なが ら新 た なサ ー ビス の 可 能性 につ い て考 え

て み る 。

離
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II会 議 に お ける ネ ッ トワ ー ク の利 用

会議 は様 々 な物 事 に 関す る議 論 や 決 議 を行 うた め に 開催 され る が,そ の た め

に人 々 は 一 つ の 会場 に参 集 す る。 しか し,会 議 の 参加 者 が すべ て 同 じ会場 に集

ま ろ う と して も,当 然 なが ら物 理 的 な限 界 に よる 制 約 が存 在 す る。 会 議 の規 模

は,そ の 時 々 に応 じて様 々で あ るが,最 も大 規模 な もの で も数 百 人 か ら千 人 程

度 が 限界 で あ ろ う。 また,人 々が 同 じ場 所 に 集 まる た め に は,移 動 の ため の 時

間 や 費用 も考 慮 す べ き問 題 の ・つ で あ る 。 特 に,複 数 の 国 々 か ら参 加 者 を集 め

る 国 際 会議 で は,.移 動 の た め に必 要 とな る 時 間 や 費用 は 無視 す る こ と はで き な

い。 この よ うに,い くら多 くの 人 が 会議 に 興 味 を持 っ た と して も,会 場 の 収 容

人数,そ の他 様 々 な要 因 に よ り興 味 を持 つ全 て の 人 々 が 同 じ会 場 に集 ま る こ と

は容 易 で は ない 。 さ ら に,各 国 の 首脳 ク ラ ス が集 ま る 国際 会 議 と な る と参加 者

.に対 す る制 約 も多 く,員 数.手 段,費 用 な どの 問題 が 解 決 で き た と して も保 安

上 の 問 題 な どか ら誰 もが 気軽 に一.一つ の会 場 に集 う と い う わ け に はい か な くな る。

それ に もか か わ らず,例 え ば 多 国 間 の取 引 や 規 制 に関 す る取 り決 め な ど に関 す

る会 議 の よ う に,国 と国 との 間,あ る い は企 業 や 個.人の 利 害 に密接 にか か わ る

会 議 は,多 くの 人 々 の 注 目 を集 め る もの と な り,全 て の 人 々の 希望 をか な え る

こ とは 不 可 能 に 近 い 。

と ころ で,会 議 を傍 聴 で きる だ けで 良 い,と い う条 件 で考 え る とす れ ば,放

送 とい う手段 が あ る。 放 送 とい う手 段 を利 用 して 会議 の模 様 を 中継 す る こ とで

地 理 的,保 安 的 問題 を 回避 しつ つ,直 接 会議 場 に 来 る こ とが で きな い多 くの傍

聴 希 望者 の 要 求 を満 たす こ とが 可 能 とな る。 実 際,国 会 な どの模 様 は地 上 波放

送 や 衛星 放 送 な ど既 存 の テ レ ビ放 送 で 中 継 され た り し.てい る。 しか し,一 般 に,

テ レ ビ放 送 のサ ー ビ.スエ リ アは 国 の 単位 で 閉 じて い る ため,全 世.界に分布 し会

議 の進 行 に興 味 を持 つ 人 々 に向 け て放 送 を行 うこ とを考 え る とす る と,そ れ ぞ

れ の 国 にお い て放 送 され る こ とが必 要 とな る。 孝 た,こ の よ う な放送 シ冬 テ ム

は,限 られ た 周 波 数 資 源 と放 送 設備 を利 用 す る ため,時 間 あ た.りの使 用料 金 を
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総 計 す る と非常 に高価 にな って しま う。

一 方
,放 送 が 可 能 な 別 の メ デ ィア と して イ ン ター ネ ッ トが あ る。 イ ン ター

ネ ッ トは,当 初 文 字 ベ ー ス の情 報 を伝 え る メデ ィア と して 利 用 され て い た が,

計 算 機 の処 理 速 度 の 向 上 や イ ン ター ネ ッ トを構 築 してい る回 線 の 広 帯 域 化,映

像 の ス トリー ム伝 送 技 術(デ ー タ を一 旦 最 後 まで受 信 してか ら再 生 を開 始 す る

の で は な く,デ ー タ を受 信 す る と同 時 に再 生 す る技 術)の 進 歩 に よ り,イ ン

ター ネ ッ トを用 い て手 軽 に映 像(動 画 像)に よる放 送 が 容 易 に実 現 で き る よ う

にな って きた 。 イ ンタ ー ネ ッ トの 回線 の帯 域 は まだ まだ 十分 とは言 えず,イ ン

ター ネ ヅ トを介 して送 る こ とが で き る映像 の 品 質 は テ レ ビ映 像 に は まだ ま だ及

ばな い が,そ れ で も人 物 像 や風 景 画 像 を伝 え る には.1..分の 品 質 を持 っ てい る。

また,最 新 の計 算 機 八 一 ドウ.エア(と い って も,市 場 で安 価 に入 手 可 能 なパ ソ

コ ン レベ ル の もの)を 用 意 す る こ とに よ り,映 像 の リ アル タ.イム伝 送 も可 能 で

あ り,ラ.イ ブ 中継 が容 易 ・に実 現 可 能 で あ る。

と こ ろで,今 日の.イン ター ネ ッ トの広 が りは,.今 や地 球 全 体 を覆 いつ くす か

の ご と く170を 越 え る 国 々 が接 続 す る ほ ど の規 模 に まで 達 して い る(参 考 文 献

[1]参 照)。 イ ン ター ネ ッ トで は,通 信 を行 う者 ど う しが 地 理 的 に ど こ に い

るか を全 く意 識 す る こ とな く通 信 が.口∫能 であ り,イ ン ター ネ ッ トに よる放 送 で

は,視 聴 者 が イ ン ター ネ ッ トに接 続 で きる な らば地 理 的 に ど こ にい よ う.とも放

送 を視 聴 す る こ とが で きる の で あ る 。 また,イ ンタ ー ネ ッ トに接 続 す る場.合,

利 用 者 は最 寄 りの ア クセ ス ポ.イン トに接 続 す る た めの 費 用 の み を支払 うだ け で

よ く,地 域 的 な通 信 で あ ろ う と国 を越 え た世 界 規 模 の 運 信 で あ ろ う と支払 う費

.用 に変 化 は な い。 この よ う な こ とか ら,イ ン ター ネ ッ トを用 い た 放 送 で は1電

波 を用 い た放 送 に比 べ て必 要 と なる コス トが劇 的 に小 さい とい う利 点 が あ る。

ま た,イ ン タ ー ネ ッ トは基 本 的 に双 方 向通 信 の た め の メ デ.イア と して 成 長 し

て きた もの で あ るが,こ の 双 方 向性 は 電 波 を用 い た放 送 メ デ ィア に は存在 しな

い 。 会議 の放 送 に お い て双 方 向 通信 が で きれ ば,視 聴 者 の単 な る傍 聴 に と ど ま

らず 会 議 へ の 積 極 的 な参 加 へ の 余 地 も生 まれ る が,.放 送.メデ ィア と して イ ン

纈
雌
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タ ー ネ ッ トを利 用 す れ ば イ ン ター ネ ッ トとい う.単一 メ デ ィア だ けで そ の よ うな

壮 組 み を実 現 す る こ と も不 可 能 で は な い 。

III国 際 会 議 に お け る イ ン ター ネ ッ ト利 用 の事 例

前 章 に述 べ た よ うな背 景 か ら,筆 者 ら はい くつ か の 国 際会 議 に お い て.実 際

に イ ン ター ネ ッ トを利 用 した放 送 を行 い,コ ス トを抑 えつ つ で きる だ け広 範 囲

の 人 々 に会 議 の模 様 を伝 え る実 験 を行 っ て き た。 本 章 で は,こ れ まで の実 証 実

験 の事 例 につ い て 紹 介 す る 。

lCOP3

1997年12月1日 か ら1ユ日間 に わ た り,「 気 候 変 動 に関 す る 国際 連 合枠 組 条 約

第3回 締 約 国 会 議 」(The3rdSessionoftheConferenceofthePartiestothe

UnitedNationsFrameworkConventiononClimateChange)(通 称 地 球 温

.暖 化 防止 京都 会 議,略 称COP3)が,京 都 国 際 会 館 で 開 催 され た 。 この 会 議

は,地 球温 暖化 に影 響 を.及ぼ しう るい くつ か の 排 出 ガ.スにつ い て,そ の排 出量

を地 球 規模 で どの よ うに 削減 してい くか につ い て 話 し合 う もの で あ っ た が,ガ

ス の 排 出 量 の 削 減 は 各 国 の社 会 制 度 や 経 済 活 動 な どに非 常 に密接 に関 わ る 問題

で あ る ため,世 界 的 合 意へ の過 程 は全 世 界 か らの 注 目 を集 め る もの とな っ た 。

会 議 へ は167ヵ 国 ・1地 域 か ら約1万 人(報 道 関係 者 を含 む)の 参 加 が あ り,

本 会 議 場 の周 辺 で はNGOを 主 体 とす る集 会 も多 数 開 催 され た 。

この 会 議 の 模 様 を イ ン ター ネ ッ トを通 じて全 世 界 に配 信 す る 冷 め の支 援 グ

ル ー プ と して,京 都 大 学 の長 谷 川 利 治 教 授(当 時)を 委 員 長 とす る 「地 球 温

暖 化 防止 京 都 会 議 情 報 支 援 実 行 委.員会」 が 発 足 し,筆 者 は との 委 員.会の メ ン

バ ー と し て 国 連 の 気 候 変 動 に 関 す る 国 際 連 合 枠 組.事 務 局(Secナetariateof

UNFCCC)と の合 意 に基 づ き活 動 を行 っ た(参 考 文 献L2ユ 参 照)。

(1)COP3で の イ ン ター ネ ッ ト支 援

COP3で の イ ン ター ネ ッ トサ ー ビ ス は,そ の重 要 度 に 応 じて2つ に分 類 さ
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れ る。1つ は,事 務 局 ス タ ッフや 会議 の参 加 者,プ レ.ス用 と して 設 置 され る端

末 サ ー ビ.ス等 の比 較 的 重 要 と され る もの で,こ れ らのサ ー ビス は コ アパ ッケ ー

ジ と呼 ば れ る。 これ に対 して,会 議 の模 様 を イ ン ター ネ ッ トを用 い て 中 継 す る

よ う な実 験 的 サ ー ビス は オ ブ.ショナ ルパ ッケ ー ジ と呼 ば れ る。 オ プ シ ョナ ル

パ ッケー.ジは 十分 な費 用 が提 供 され な い代 わ りに,様 々 な実 験 的 な 試 み が 可 能

で あ る。

我 々 は,COP3と い う機 会 を利 用 し,.イ ン ター.ネッ.トを利 用 して コス トを

抑 えつ つ で き る だ け 広 範 囲 の 人 々 に 会 議 の 模 様 を伝 え る試 み と,今 後 の イ ン

ター ネ ッ トの広 帯 域 化 に対 応 す るた め の 高 品 質 な 映 像伝 送 に 関す る実 験 を行 っ

たD.

以 下,イ ン ター ネ ッ ト向 け サ ー ビ.スで 用 い たRVシ ス テ ム と,高 品 質 画像

伝 送 実 験 で 用 い たDVシ ス テ ム の そ れぞ れ につ い て概 要 を述 べ る。

②RVシ ス テ ム に よ る生 中継

今 回 の イ ン ター ネ ッ トを介 した生 中継 に は,プ ロ グ レ ッ シ ブ ・ネ ッ トワー ク

ス 社(現 リアル ・ネ ッ トワー ク ス社,http:〃www.jp.rcal.CO皿/)の 協 力 を得 て

リア ル ・ビデ オ(RV)技 術 を用 い たRealSystem5.0と 呼 ば れ る 当 時 リ リー

ス され た ば か りの 蓄積 ・配信 シ ス テ ム を利 用 じた。 この シス テ ム は..イ ン ター

ネ ッ トを通 じて 映像 ・音声 を配 信 す る ため の もの で,リ ア ル タイ ム 配信 や オ ン

デ マ ン ド配信 が可 能 で あ る、,視聴 者 は,リ アル プ レー ヤ ー を イ ン ター ネ ッ トか

ら ダウ ンロ ー ドす る こ とで 視 聴 す る こ とが で きる 。

会議 場 に は,我 々 の活 動 の 拠 点 とな るNOC(NetworkOperationCenter).

ル ー ム が 用 意 さ れ た、,,NOCに は 会 議 場 か ら の 映 像(NTSC)・ 音 声 が 館 内

CATVな ど を通 じ て 送 ら れ て く る。 こ れ ら の 映 像 お よび 音 声 を パ ソ コ ンに

よ っ て構 成 され たRVエ ン コー ダ に入 力 し,.イ ン ター ネ ッ トで 配 信 可 能 な デ

ジ タル デー タ に変換 す る 。会 議 で は,国 連 の.公用 語 で あ る英 語,フ ラ ンス語,

ス ペ.イン語,ロ シア語,ア ラ ビア語,中 国 語 の6ヵ 国 語 お よび 開催 地 の言 語 で ・

あ る 日本 語 へ の 同.時通 訳 が常 に行 われ るが,こ れ ら7ヵ 国語 の音 声 を同時 に ラ
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イ ブ 中 継 す る に は 最 低7台 のRVエ ン コー ダが 必 要 と な る。 実 際 に は,メ イ

ン ポ ー ル で 行 わ れ る 会 議 の7ヵ 国 語 に よ る ラ イ ブ 中 継 と,さ ら に 別 会 場

(RoomA,Roomll)で 並 行 し て行 わ れ る 会 議 の2ヵ 国 語(英,日)に よ る ラ

イ ブ 中継 に 備 え て約10台 のRVエ ンコ ー ダ を用 意 した(予 備機 を含 む)。 会 議

場 に よ っ て は,ラ イ ブ映 像 をRVエ ン コー ダ まで 送 る た め の ラ イ ンが 準 備 で

きな か っ た とこ ろ もあ る ため,ビ デ オテ ー プ に収 録 した もの を後 か らエ ンコ ー

ドす る こ とで対 応 し,そ の会議 の模 様 は オ ンデ マ ン ドサ ー ビス のみ で 提 供 した.

図1にCOP3で 用 い たRVエ ン コー ダ の様 子 を示 す 。

エ ン コー ド後 の デ ー タの 帯域 は ,で きる だ け 多 くの 人 々が 視 聴 可 能 に なる よ

う に20Kbps(映 像15K,音 声5K)を 基 本 と した 。 こ れ は,モ デ ム 接 続 に

よ る イ ン ター ネ ッ ト利 用 で 提 供 さ れ る 回 線 速 度 が 一 般 に28.8Kbpsや38.4

Kbpsで あ る こ とを 考慮 して い る 、 また,一 部 の オ ン デマ ン ドサ ー ビス に つ い
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て は 試 験 的 に100Kbpsの もの も同 時 に用 意 し,ネ ッ トワー クの 帯 域 が 十 分 な

と ころ で は よ り高 品 質 な映 像 が 見 ら れ る よ う に した 。

二 台 のRVサ ー バ に 世 界 中 か らの ア クセ ス が 集 中 す る とRVサ ー バ付 近 の.

回線 の 混 雑 が 視 聴 に影 響 を 与 え て しま う こ と か ら,エ ン コ ー ドされ た デ ジ タル

デー タ は ひ と まず 世 界 各 地 のRVス プ リ ヅ タ に転 送 し,視 聴 者 は 最 寄 りの

RVス プ リ ッ タか らの デ ー タ配 信 を受 信 す る よ うに した 。CKPネ ッ トワー ク

の対 外 接 続 点 は 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学(NAIST)で あ るが,そ こか ら

イ ン タ ー ネ ッ トへ の 接 続 ばWIDE(http:〃www.wide.ad.jp/),AI3(http:〃.

www.ai3.■et/),TMnet(http=〃www.imnet.ad.7P/)の 協 力 を得 て行 い,さ ら

にRVス プ リ ッタ の 運 用 に 関 して は 国 内6ヵ 所,海 外6ヵ 所 の 協 力 を得 る こ

とが で きた 。 京 都 国 際 会 館 内 に用 意 したRVサ ー バ を加 え る と総 計16台 で,

全体 的 な配信 能力 で見 る と6400ク ラ イ ア ン トか らの 同 時 ア クセ ス に耐 え られ る

シス テ エ、と なっ た 。 シ ス テ ムの ネ ッ トワー ク構 成 を図2に 示 す 。 な お,最 寄 り

のRVス プ リ ッタ の選 択 は,視 聴 者 が 自 らwww上 で選 択 す る方 式 と した。

COP3に 関 心 を持 つ 視 聴 者 は.世界 各 地 に点 在 す る た め,会 議 の 開f窪地 と視

聴 者 との 間 に は 多 くの場 合 に時 差 が 存 在 す る。 この た め,場 所 に よ って は 会議

の ラ イ ブ 中継 が 視 聴 者 の 居住 地 の深 夜 に行 われ る とこ ろ もあ る。 も ちろ ん,個

人 的 な要 因で,ラ イ ブ中継 を見 る こ とが で きな い人 もい るで あ.ろう。 この よ う

な 問 題 を緩 和 す る た め,エ ンコ ー ド した 映像 ・音 声 はNOC内 のRVサ ー バ

に ア ー カ イ ブ と して 蓄 積 し,オ ンデ マ ン ドサ ー ビス に よっ て も提 供 した 。 この

オ ンデ マ ン ドサ ー ビ ス に よ って,世 界 各 地 の視 聴 者 は 自分 の好 きな時 間 に会 議

の模 様 を視 聴 す る こ とが で き る。 また,ア ー カ イブ に は発 言 者 等 に よ って イ ン

デ ッ ク.スを割 り振 り,長 時 間 に及.ぶ会議 映像 の 巾 か ら関心 の あ る部 分 を容 易 に

選択 で きる よ うに配 慮 した。 蓄 積 され た映像 を タ イ トルベ ー スで検 索 す る簡 単

な仕 組 み も.用意 した 。

今 回 の プ ロジ ェ ク トで構 築 したRVシ ス テ ム を,我 々 は.ConferenceonDc…

midシ ス テ ム と呼 ん で い る 。COP3で 行 っ た よ う な,イ ン ター ネ ッ トを
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図3RVシ ス テ ム を経 由 した映 像

(会期後 の記者会見 に臨 むエス トラー ダ議長)

用 い た 全 世 界 規 模 で の7ヵ 国 語 に よ る 同 時 配 信 の 試 み は こ れ.ま で 例 が な

い 』 図3に 議 定 書 採 択 後 の 会 見 に 望 む エ ス トラ ー ダ議 長 をRVシ ス テ ム を

通 し て 見 た 様 子 を 示 す 。COP3の オ ン'デ マ ン ドサ ー ビ ス は,現 在 も

http二〃www.cop3.ckp.or.JP/よ りア クセ ス可 能 で あ る 。

な おRVシ ス テ ム で は,公 開 の28の 会 議 を計71時 間 に お た っ て.ラ イブ 中 継

し,ビ デ オ収 録 の み の25会 議 を加 え た53の 会 議 に つ い て オ ンデ マ.ン ドサ ー ビス
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を提 供 した(会 議 時 間 に して計ll2時 間)。 言 語 数 を 掛 け合 わ せ る と,総 計41$

時 間 の 映 像 ・音 声 デ ー タが 蓄 積 され た こ と にな る.。会 期 中 には,RVシ ス テ ム

に対 して80ヵ 國 に の ぼ る 国 々 か ら ア クセ スが あ っ た。

(3)DVシ ス テ ム に よ る生 中継

現 在 の イ ンタ ー ネ ッ トの 帯 域 で は,テ レ ビ品 質 の 映像 を伝 送 す る こ とは不 可

能 に近 い。 しか し,イ ン タ ー ネ ッ トは次 第 に広 帯 域 化 され,今 後 テ レ ビ品 質 の

映 像 伝 送 が 可 能 に な る こ とが 予 想 され る 。 そ の よ うな時 代 の到 来 に備 え,イ ン

タ ー ネ ッ トにお け る.高品 質 な 映像 の伝 送 技 術 を 開発 してお くこ とは重 要 で あ る。

当 然 の こ と なが ら,高 品 質 な 映像 の伝 送 に は広 帯 域 の ネ ッ トワー クが必 要 で

あ る。 今 回 の 活動 に委.員会 の メ ンバ ー と し.て参 加 した サ イバ ー 関西 プロ ジ ェ ク

ト(CKP,http://wp.ckp.or.1P/)は,新 世 代 通 信 網 実 験 協 議 会(BBCC ,

http:〃www.bbcc.or.1P/)が 提 供 す る広 帯 域 実 験 ネ ッ.トワー ク を利 用 して レ}る

が,cornで も こ の ネ ッ トワー ク を京 都 国 際.会館 まで延 ば し て高 品 質 映 像 の

生 中継 実 験 も同時 に行 った 。

ネ ッ トワー ク上 の 高 品 質 映 像 伝 送 の 方 法 に は幾 つ か の 方 法 が あ るが,C.OP

3で は デ ジ タル ビデ オ(DV)技 術 を用 い た シ ステ ム を利 用 した 。 こ の シ ス テ

ムは パ ソ コ ン とDVCPROデ ッキ で 構 成 され る ノー ドを ネ ッ トワ ー ク を介 し

て1対1で 接 続 す る こ とに よ りNTSC信 号 を伝 送 す る もの で あ る(参 考 文 献

[3]参 照)。DVの デ ー タ はATMのAAL5の セ ル,あ る い はATM上 の

IPパ ケ ッ トと して ネ ッ トワ ー ク上 を伝 送 さ れ る が,一 つ のDVデ ー タ ス ト

リー ム を ネ ッ トワ ー ク に流 す場 合,約30Mbpsの 帯 域 が必 要 とな る 。 今 回 の

実 験 で は,関 西 の 特 定 地 区 に 限定 した 中継 で あ っ たが,イ ン.ター ネ ッ トを介 し

て 約30Mbpsの デ ー タ を伝 送 す る た め の 帯 域 が 確 保 で きれ ば,高 品 質 映 像 を

イ ン ター ネ ッ トを 介 して 中継 す る こ と も理 論 的 には 可 能 で あ る。

COP3で は この シ ス テ ム を3セ ッ ト用 意 し,「ECOJAPAN'97」 が 開 催 さ

れ る 京 都 パ ル ス プ ラ ザ.(京 都 府 総 合 見 本 市 会 場),大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー ク

(OBP)の ツ イ ン21ナ シ ョナ ル タ ワー 内パ ナ ソニ ッ クス クエ ア,さ ら に神戸 市
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が 運 営 す る 都.市情 報 網 を経 たCATV局 の3ヵ 所 に高 品 質 映 像 の 配 信 を行 っ た。

神 戸 で は,さ ら に約5万 世帯 の視 聴 者 が加 入 す るCATV網 に も配 信 した。 ま

た,京 都 パ ルス プ ラ ザ で は ワ.イヤ レスATMの 上 に映 像 を流 す 実 験 も 同時 に

行 っ た。 当 初 の 予 定 で は,京 都 と神 戸 の 間で もDVデ ー タ を直 接 伝 送 す る 予

定 で あ った が,遅 延等 の 問題 が発 生 した た め,最 終 的 に はOBPを 中 継 地 点 に

設 定 して一 旦OBPで 受 け た もの を神 戸 に向 け て 転 送 す る とい う方 法 を とっ た。

2COP4

前 年 のCOP3に 引 き続 き,「 気 候 変 動 に関 す る 国 際 連 合 枠 組 条 約 第4回 締

約 国 会 議 」(The4thSessionoftheConferenceofthePartiestotheUnited

NationsFrameworkConventi。nonClimateChange).(通 称 地 球 温 暖 化 防

止 ア ル ゼ ンチ ン会 議,略 称COP4)が,ア ル ゼ ンチ ン共 和 国 の 首 都 で あ る ブ

エ ノズ ア イ レス の 国営 展 示場 を会 場 と してユ998年11月2Aか ら13目 まで の12日

間 に わ た り開 催 さ れ た。 こ の 会 議 で は,COP3で 採 択 さ れ た 京 都 議 定 書

(KyotoProtocol)を 基 に,温 暖化 ガス の 削 減 目標 を 達 成 す る ため の排 出権 取

引 や共 同実 施 な どの 具体 化 発 展 途 ヒ国 の削 減 へ の参 加 が 主 な議 題 とな っ た。

会 議へ は170ヵ 国 か らの 参 加 が あ り,傍 聴 者 を含 め5000人 以 上 が 会 議 に参加 し

た 。 ま た,昨 年 と 同様 に 本 会 議 場 の 周 辺 で はNGOを 主体 とす る100以 上 の 集

会 も開催 さ れ た 。

COP3の 際 に 行 っ た イ ン ター ネ ッ ト を 用 い た 会 議 の ラ イ ブ 中 継

(ConferenceonDemandサ ー ビス)が 高 い 評 価 を受 け た こ と もあ り,前 年 と

同 様 にCOP4に お い て もイ ン ター ネ ッ トを通 じて 会議 の 模 様 を全 世 界 に 中継

す る こ と と な った 。COP3の 際 に 「地 球 温 暖化 防 止 京 都 会 議 情 報 支援 実 行 委.

員 会 」 の メ ンバ ー と して 参 加 した サ イバ ー 関 西 プ ロ ジェ ク ト(CKP)は,国

連 の気 候 変 動 に関 す る 国 際 連 合 枠 組 事 務 局 か ら の 要 請 を受 け,総 勢 ユ2名の ス

タ ッ フが 国 連 の気 候 変 動 に 関 す る 国 際 連 合 枠 組 事 務 局 ス タ ッフ と して活 動 を

行 っ た。 以 下 で は,COP3の 場 合 との 違 い を中心 に概 要 を述 べ る 。
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〔1〕シス テ ム構 成

COP4で は,RVを 用 い たConferenceOnDemand(以 ドcon)サ ー ビ ス

の み を提 供 し,広 帯 域 ネ ッ トワー ク回 線 が 必 要 なvvを 用 い た放 送 実 験 は行

わ な か っ た。

会 場 に は,イ ンター.ネ ッ.トに接 続 す る た め の 回線 が2本 用 意 され た。1本 あ

た りの 回線 速 度 は2Mbps〔F1と 呼 ば れ る ヨー ロ ッパ 規 格 の サ ー ビス 速 度)

で あ り,そ の うち の1本 をCoDサ ー ビス の た め に占 有 利 用 で き る こ と に な っ

た。2Mbpsはconサ ー ビス の ため に は 若 干 余 裕 の あ る速 度 で は あ っ た が,

同時 に提 供 す るサ ー ビ スの 構 成 に よっ て は2Mbpsを 埋 め尽 く.す可 能 性 が あ る

ので 注 意 が 必 要 で あ る 。 また,ア ル ゼ ンチ ン国 内 の イ ンタ ー ネ ッ ト網 は,通 信

衛 星 に よ る国 際 回 線 を経 由 して北 米へ と結 ば れ て い るが,こ の 国 際 回線 の容 量

が ト分 で は な い ら し く,恒 常 的 に混 雑 して い る よ う に見 受 け られ た 。 この た め,

アル ゼ ンチ ン と北 米 との 間 の 混雑 が.今回 の最 大 の 懸 念 材 料 と な った 。 しか し,

もは や 会 期 もせ ま り同線 に 関す る改 善 策 を検 討 す る余 裕 も ない た め,そ の ま ま

チ ャ レ ン ジす る こ と とな っ た。 混 雑 の影 響 を避 け るた め,提 供 す る サ ー ビス全

休 と して 利用 す る ネ ッ トワ ー ク の帯 域 を小 さ くす る よ う な配慮 をす る こ とに し

た 。

イ ン タ ー ネ ッ トに映 像 を配 信 す る シ ス テ ム に は,前 回 と 同 様 プ ロ グ レッ シ

ブ ・ネ ッ ト ワー ク ス 社 のRealSystem5.0を 用 い た、,ま た,RealSystemG2

が ベ ー タ段 階 で公 開 され て い た の で,RealSystemG2も 試 験 的 に運 用 を行 っ

た 。 会議 場 の 映 像 は館 内CATVな どを通 してNOCに 送 られ て くるが,送 ら

れ て くる 映 像 はPAI、 と呼 ば れ る ヨー ロ ッパ 規 格 の映 像 信 号 をNTSCの 映像

信 号 に変 換 した もの で あ る。NTSCに 変 換 され た映 像 は,パ ソ コ ンに よ って

構 成 され たRVエ ン コー ダ に入 力 して イ ン ター ネ ッ トで 配 信 ロ∫能 な デ ジ タル

デ ー タ に 変換 す る 。NOCに は,主 と して公 開 の 会 議 や 記 者 会 見 が 行 わ れ る3

会 場(Plenaryユ,Plenary2,PressRoo皿)か らの 映 像 が 常 に送 られ て きて お

り,必 要 に応 じてNOC側 で 選択 す る。
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会 議 で は,昨 年 と同 様 に,国 連 の 公 用 語 で あ る英 語,フ ラ ンス語,ス ペ イ ン

語,ロ シ ア語,ア ラ ビ ア語,中 国 語 の6ヵ 国 語へ の 同 時通 訳 が 常 に行 わ れ る。

ア ル ゼ ンチ ンで は ス ペ イ ン語 が 用 い られ て い る た め,COP3の と きの よ う に

国 連 公 用6ヵ 国 語 以 外 へ の言 語(COP3で は 日本 語)へ の 同 時 通 訳 は必 要 と

され な か った 、COP4で は 昨 年 の視 聴 者 か ら の感 想 を 取 り入 れ つ つ,ま た懸

念 さ れ る 国際 回線 の混 雑 の こ と を考 慮 して,映 像 つ きの サ ー ビス を減 ら し音 声.

の み の サ ー ビ ス を充 実 させ た。 具 体 的 には,映 像 つ きの サ ー ビ.スで は会 場 の映

像 と音 声 を そ の ま ま流 し,音 声 の み の サ ー ビ スで 国連 公用6ヵ 国語 に 同時 通 訳

され た音 声 を そ れ ぞれ 流 す もの と し た。 従 って,1つ の会 議 に対 す る フ ルサ ー

ビス と して は,映 像 つ きが1チ ャ ンネ ル と音 声 の み が6チ ャ ン ネ ル の.合計7

チ.ヤン ネ ル の放 送 を行 う こ と に な る 。 この た め に は,7台 のRVエ ン コー ダ

が必 要 とな る が,音 声 のみ の エ ン コ ー ドの場 合 には 映像 用 エ ン コー ダか 一 ドが

不 要 で あ る た め,機 能 的 に は ノ ー トパ ソ コ ンで 十 分 で あ る 。今 回 は音 声 の み の

エ ン コー ド用 と して,ノ ー トパ ソ コ ンを10台 準 備 した(.予 備 を 含 む)。 ノ ー ト

パ ソ コ ンの利 用 は,狭 いNOC部 屋 の 有効 利 用 に も貢 献 す る こ とに な っ た。 図

4にNOCに 設 置 した シス テ ム の様 子 を示 す 。

エ ンコ ー ダ シ ス テ ム は,2会 場 で 同時 に進 め られ る 会議 をそ れ ぞ れ ラ イ ブ 中

継 す る と と もに,ラ イ ブ 中継 が 不 可 能 な会場 の模 様 を収録 した テ7プ を再 生 し

な が らエ ンコ ー ドで き る よ う に,3組 の シス テ ム と して構 成 した。 第 ユの シス

テ ム(line1)は 映 像1チ ャ ン ネ ル と音 声6チ ャ ン ネ ル,第2.の シ ス テ ム

〔line2)は 映 像1チ ャ ン ネ ル と音 声1チ ャ ン ネ ル,第3の シ ス テ ム(line3).

は 映像1チ ャ ンネ ルの み,と い った 構 成 で あ る。 なお,第2の シ.ステ ム に お け

る音 声 の み サ ー ビ ス に は,同 時 通 訳 ルー ムか らの 英語 を選 択 した。 これ は,最

も多 くの 人 々 が解 す る言 語 が 英 語 で あ ろ う とい う判 断 に よる。 結 局,エ.ン コ ー

ダ と して利 用 す る パ ソ コ ンの 台 数 は10n(う ち,映 像 エ ン コー ド用 の デ ス ク

トップPCが3台,音 声 の み エ ンコ ー ド用 の ノ ー トPCが7台)と な っ た。

エ ン コー ド後 の デ ー タの帯 域 は,映 像 つ きの もの は20Kbps(映 像12.5.K,音
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声6.5K),音 声 の み の もの は8Kbpsと した 。

今 回 のRVス プ リ ッ タ は,日 本(CKP),ア メ リ カ(NTT-MCI.),イ ギ リ

ス(KDD-EU),ア ジ ア(AI3,Thailand)の4ヵ 所 に 用 意 し た。RVス プ

リ ッタの 数 と回 線 の 使 用 帯域 は比 例 す る た め,ア ル ゼ ンチ ンの 国 際 回 線 の 混 雑

を考 慮 して,RVス プ リ ッ タ の 台 数 を少 な くす る と と もに,す べ て のRVス

プ リ ッタ に全 チ ャ ンネ ル を フ ィー ドす る の で は な く,ア ラ ビ ア語,中 国 語,ロ

シ ア 語 な どの 比 較 的 地 域 性 の 高 い 言 語 に つ い て は,フ ィー ドす るRVス プ

リ ッ タ を限 定 す る こ とで 国 際 回 線 の 帯 域 の節 約 に努 め た 。 こ れ らのRVサ ー

バ は前 回 のCOP3の 場 合 と同様,ボ ラ ン テ ィ アベ ー スで の協 力 に よ り運 用 し

て も ら う こ とが で き た。 視 聴 者 に対 す る最 寄 りのRVス プ リ ッ タの 選 択 は,

COP3と 同 様 に視 聴 者 が 自 らWWWヒ で 選 択 す る方 式 と した。 た だ,視 聴

者 が イ ン ター ネ ッ ト的 な 近 さを判 断す る こ と は難 しいた め,視 聴 者 に は居 住 地
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域(ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカ,ア ジ ア等)を 選 択 させ る よ う に し,居 住 地 域 と

RVサ ー バ の 対 応 は シス テ ム側 で 行 う よ う に した。 また,E1の 接 続Jill線へ の.

負 担 を軽 減 す る た め,別 途 会 場 内 用RVス プ リ ッ タ.も用 意 し,会 議 場 内 か ら

の ア ク セス に はそ の ス プ リ ッ タ を利 用 させ る よ うに した 。

視 聴 者 の居 住 地 の 違 い に よる 時差 の問 題 を緩 和 す る ため の ア ー カ イブ サ ー ビ

ス は,ア ル ゼ ンチ ン と日本 の2ヵ 所 に用 意 した。 会 期 中の メ イ ンサ ー バ は ア ル

ゼ ンチ ン側 で あ るが,会 期 終 了.後はア ル ゼ ンチ ン側 のサ ーバ が な くな るた め,

口本側 の サ ーバ で継 続 してサ ー ビ ス を提 供 す る こ とに した。 ア ー カ イ ブ に イ ン

デ ッ クス を害胸 振 る作 業 は,ア ルバ イ トの現 地学 生 に お願 い した。

シス テ ムの ネ ッ トワー ク.構成 を図5に 示 す 。 図 に示 す 通 り,COP4のCoD

シ.ステ ム はCOP3の と き と比 較 して も,遜 色 の な い シ ス テ ム とな っ た。 必 要

な機 材 は国 連 側 で調 達す る こ とを基 本 と したが,ど う して も揃 え られ な い もの

につ い て は,日 本 か ら持 ち込 む形 で シ ス テ ム を構 築 した 。 も ちろ ん,必 要 な機

材 はす べ て現 地 で も調 達 可 能 な もの ば か りで あ り,純 粋 に準備 に必 要 な時 間 あ

る い は 予算 の問 題 に よ って 現 地調 達 が で きな か っ た こ とが 理 由で あ る。 日本 か

ら機 材.を持 ち込 む場.合 に注 意 す べ き問 題 点 は2つ で あ っ た。1つ は 電 源 電 圧

(ア ルゼ ンチ ンは240V)お よび コ ンセ ン トの 形状(ハ の字 型,あ る い は 丸形)

が 異 な る こ とで あ る。 も う一 つ は ビ デ オ信 号 の 規 格 と してNTSCで な く

PALが 使 用 され て い る こ とで あ る 。 ど ち ら も,ト ラ ンス や変 換 器 を持 ち込 む

こ とで 対 応 した.た だ,最 近 の パ ソ コ ンはた い て い世 界規 格 で生 産 され てい るた

め,電 源電 圧 につ い て は裏 のス イ ッチ を切 り替 える こ とで対応 で きる こ とが多 い。

② 運 用

COP3も そ うで あ っ たが,COPSで も会 議 の 進 行 は まっ た くス ケ ジ ュ ー ル

通 り とはい か な か っ た 。 ラ イ ブ 中継 お よ び テ ー プ収 録 をす べ き会議 の予 定 時 間

は遅 くと も前Hの 夜 に は ア ナ ウ ンス さ れ るが,ほ と ん どの 会 議 は30分 遅 れ で 始

ま り,終 ゴ時 刻 は 不 定 で あ る 。休 憩 を は さ みつ つ1時 間や2時 間 延 長 され る こ

と も少 な くない 。 また,長 引 く会 議 の後 に予 定 さ れ て い る別 の会 議 が 時 間 変 更.
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に な っ た りキ ャ ンセ ル され た りす る こ と もあ る 。COP3で は会 議 が 紛 糾 した

ため 会期 が 予 定 よ り1日 延 び た が,COP4で もや は り1日 遅 れ で 会 期 が 終 わ

る こ と と な った 。 この よ うな状 況 の ため,シ ステ ムの 無 人運 用 や 自動 操 作 は不

.可能 で あ り,必 ず ス タ ッ フが待 機 して い な け れ ば な ら なか った 。

最 終 的 に,COP4で は 公 開 の52の 会 議 を 計87時 間 に わ た っ て 生 中 継 し,

テ ー プ収 録 の34会 議 を加 え た計53の 会議 につ い て オ ンデ マ ン ドサ ー ビス を提 供

した(時 間 に して 計134時 間)。 さ らに言 語 数 を掛 け 合 わせ る と,総 計517時 間

の映 像 ・音 声 デ ー タが 蓄 積 され た こ と に な る。 会 期 中 に は,68ヵ 国 に の ぼ る

由 々 か ら ア ク セ ス が'あっ た。COP4.の オ ン デ マ ン.ドサ 」 ビ ス は ∫ 現 在 も

http=〃ckp,cop4.org/よ りア クセ ス可 能 で あ る。

今 岡 のC()P4で の 実 証 実 験 で は,日 本 で な く と も 同様 な サ ー ビス が 実 現 で

きる こ と を証 明 す る こ とが で きた こ とが 大 きな成 果 で あ る。特 別 な ハ ー ドウ ェ

アや ソ フ トウ ェ アは使 って い な い こ と と,.イ ンタ ー ネ ッ トを利 用 す る こ とで,

充 実 したサ ー ビス を ど こか らで も安 価 に提 供 で きる こ と を示 す こ とが で きた,,

TVコ ス トに関 す る考 察.

COP3やCOP4で 行 っ た よ うな 形 態 の ラ イ ブ中 継 を イ ン ター ネ ッ トを用 い

て行 う場 合 と電 波 に よ る既 存 の 放送 網(例 え ば衛 星 放 送)を 用 い て行 う場 合 と

で,実 施 の ため にか か る費用 の 面 か ら比 較 を行 っ てみ る こ と にす る 。

ラ イ ブ放 送 時 間 を70時 間 と して大 雑 把 に金 額 を見 積 もる と,人 件 費,運 送 費

等 の 差 は無 視 で き る もの と して,機 材 お よび通 信 の た め にか か る費用 は,イ ン

タ ー ネ ッ.ト放 送 の 場 合 で約2000万 円,衛 星 放 送 の 場 合 で 約4000万 円 か か る こ と

に な る.(表1)。 た だ し,イ ン ター ネ ッ ト放 送 の 場 合 は,こ の 費 用 の 範 囲 内 で

9チ ャ ン ネル 同 時 放 送 や オ ンデ マ ン ドサ ー ビ スが 可 能 で あ るが,衛 星放 送 の 費

用 は1チ ャ ンネ ル の み の 費 用 で あ り,9チ ャ ンネ ル 同 時 放 送 や オ ンデ マ ン ド

サ ー ビス の た め には,.さ ら に10倍 以 上 の通 信 費 が 必 要 とな る。 また,衛 星 放 送

とい え ど も,全 世 界 に放送 す る た め に は,少 な くと も.3つ の衛 星 を利 用 す る必

▲
■
1
.
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表1放 送 にか か る費 用 の概 算

(129)129

イ ン タ ー ネ ッ ト放送 の 場 合

映像

通

・音声系機材

計 算 機 糸 機 材

信 費

スプ リッタ契約

500万(ミ キ サ,VTRな ど)

1,200万.〔PC,ル ー タな ど)

50万

50万 ×ヨ(3ケ 所)

合 計 約2,000万

衛 県放送の場合

機

通

材

信 費

600万

50万 ×70(1チ ャ ンネ ル)

合 計 約4,000万

要 が あ る の で,さ ら に3倍 以.Lの 通 信 費 が 必 要 と な る 。 こ れ に対 して,イ ン

ター ネ ッ トを 用 い る場 合 は,.卜 分 なRVス プ リ ッ タを 用 意 して お け ば,世 界

中 か ら ア クセ ス して も ら うこ とが ロf能で あ り通 信 費 が2倍 や3倍 に な っ た りす

る こ とは な い。

また,会 期 後 に オ ンデマ ン ドサ ー ビ.スを継 続 す る場 合,イ ン ター ネ ッ トを利

用 す る の で あ れ ば,プ ロバ.イダ に よ って提 供 され るハ ウ ジ ングサ ー ビス あ るい

は レ ン タ ルサ ーバ サ ー ビ ス を利 用 す る こ とで,年 額 ユ00万 一 数 百 万 程 度 で オ ン

デ マ ン ドサ ー ビ ス を 実 現 す る こ とが ロ∫能 で あ る。 な お,COP4で 収 録 さ れ た

517時 間 に及 ぶ 映 像 ・音 声 デ ー タ を蓄 積 して お くた め に は,以 下 の計 算 に よ り

約6GBytesの 容 量 を持 つ デ ィス ク装 置 が 必 要 に な る が,現 在 の価 格 で は この

程 度 の デ ィス ク装 胃 は 数 万 円 で 入手 可 能 で あ る。

映 像 デ ー タ の 容 量.20(Kbps)'3600(秒/時 間)'5ユ7(時 間).=4.7(MBytes)

音 声 デ ー タ の 容 量.8(Kbps)'3600(秒 〆時 間)`382(時 間)=1.4(MBytes).

以 上 の こ とか ら,複 数 の会 議 の 中継 や 多 言 語 に よ る同 時 中 継.そ れ も全 世界

規 模 で の 中 継,さ らに オ.ンデ マ ン ドサ}ビ ス も行 う,と い う よ うな 充 実 した放
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送 に なれ ば な るほ ど,イ ン ター ネ ッ トを用 い た 放 送 の 方 が 費 用対 効 果 の面 で有

利 に な っ て くる こ とは 明 らか で あ る。 ま た,会 議 の 開 始 時 刻 や 終 ゴ時 刻 が 大 幅

に変 動 す るた め,放 送 の 契約 の際 に通 信 時 間 をあ らか じめ 固 定 的 に決 定 して お

くよ うな契 約 体 系 は利 用 が難 しい が,イ ンタ ー ネ ッ トの 場 合 はそ の よ うな 制 限

もほ とん どな い。

た だ し,こ の よ う な イ ン タ.一ネ ッ トの優 位 性 は,そ ん な に多 くない 視 聴 者が

広 範 囲 に分 布 して い る場 合 に非常 に効 果 的 に発 揮 され る もの で あ り,何 十 万 人

もの視 聴 者 か らの 同時 ア クセ.スが予 想 され る場 合 は,現 状 の 技 術 を.用い て い る

限 り,RVス プ リ ッ タの 性 能 や,RVス プ リ ッ タ周 辺 の 回線 容 量 を充 実 させ る

こ とが不 可 欠 とな り,必 要 な費 用 が増 加 す る こ とが.予想 され る。 したが って,

この よ うな状 況 を改 善 す る ため の新 た な技 術,例 え ば マ ルチ キ ャ ス ト等 の 技 術

開発 お よび利 用 環 境 の 整 備 が 望 まれ る。

Vむ.す び

本 稿 で は,国 際 会 議 にお け る イ ン タ ー ネ ッ.トの 活 用 方 法 の1つ で あ る,

Conference。nDemandシ ス テ ム の概 要 お よび そ の効 果 の実 証 実,験につ い て紹

介 し,シ ス テ ム実 現 の た め に必 要 とな る費 用 に関 す る考 察 を行 っ た。 この よ う

な実 証 実験 は,イ ン ター ネ ッ トの可 能 性 を広 く示 す テ クニ カル シ ョー ケ ー スの

ユつ と して 重 要 な 意味 を持 ち,さ らに イ ンタ ー ネ ッ トの利 用 が 費用 対 効 果 の点

で優 れ て い る とい う点 に つ い て も示 す こ とが で きた 。

しか し,イ ン ター ネ ッ トを用 い て 国際 会 議 を効 果 的 にサ ポ ー トして い くため

に は まだ まだ 未解 決 な技 術 的 課題 が 多 数 残 され て い る。 まず,出 来 合 い の シス

テ ム を組 み 合 わ せ て新 た に1つ の大 きな シス テ ム を構 築 した わ け で あ るが,シ

ス テ ム間 の デ ー タの受 け 渡 しは すべ て細 か な手 作 業 で行 う必 要 が あ った。 様 々

な会 議 で 手 軽 に利 用 で きる よ うな普 及 型 の シ ス テ ム と して パ ッケ ー ジ化 す る た

め に は,デ ー タの 受 け 渡 し を極 力 自動 化 す る よ う な仕 組 み を用意 して お くこ と

が 必 要 で あ る。 さ ら に,国 際 会 議 で は映 像 ・音 声 以 外 の 様 々 な情 報 もや りと り
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さ れ るが,こ れ らの 情報 も統 一 的 に扱 え る総 合 的 な シス テム を開発 す る こ とが

必 要 で あ ろ う。 この よ う なシ ス テ ム は,情 報 公 開が 望 まれ る行 政 サ ー ビ.スな ど

に よ る積 極 的 な情 報 発信 の支 援 に も利 用 す る こ とが 可 能 で あ ろ う。

ま た,放 送 は視聴 者 との 問 の情 報 の流 れが 一 方 向 とな る形態 で あ る.が,視 聴

者 か ら の フ ィー ドバ ッ クが 可 能 な シ ス テ ム に関 す る考 察 も重 要 で あ ろ う。例 え

ば,COY3やCOP4で は,視 聴 者 か らの フ ィー ドバ ッ ク を得 る た め の 試 み

と して,文 字 に よ るチ ャ ッ ト(会 話)シ.ス テ ム を用 い て視 聴者 と地 球環 境 な ど

に 関 す る専 門家 との 間 で の 質 疑 応 答 の セ ッシ ョ ン を設 け る と い う 試 み も別 グ

ル ー プ に よ って 行 わ れ て い た が,会 議 に よ っ て は さ ら に この仕 組 み を会議 の進

行 に密 接 に連 携 させ られ る よ うな方 法 を検 討 す る こ と.も必 要 で あ る。

この よ う に,実 用 化 に 向 け て まだ まだ多 くの 課 題 が 残 され て お り,今 後 も実

際 の会 議 の 支 援 活動 な ど を通 じて,技 術 開発 や 評 価,問 題 点 の 洗 い 出 しとそ の

解 決 に向 け て努 力 して い く必 要が あ る。
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